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一
九
九
一
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
検
察
庁
法
［
邦
訳
］

太

田

達

也

1991年インドネシア共和国検察庁法

第第　　第　　　　　第　　　第
五四第第三第第第第第二第第第一
章章二一章五四三二一章三二一章
　　節節　節節節節節　節節節
終経　　事　　　　　検　　　総
　過特一務専検検検一察所地概
章規　　と門事事察　庁在　　則

　
概
　
念

　
地
　
位

　
所
在
地

検
察
庁
の
構
成

　
一
　
般

　
検
察
官

　
検
事
総
長
、
次
長
検
事
及
び
副
次
長
検
事

　
検
事
長
、
副
検
事
長
、
検
事
正
及
び
地
方
検
察
庁
支
部
長

　
専
門
官
及
び
事
務
官

事
務
と
権
限

　
一
　
般

　
特
　
別

経
過
規
定

終
章
　
　
　
　
　
　
（
全
五
章
三
六
条
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
検
察
庁
に
関
す
る

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
一
九
九
一
年
法
律
第
五
号

　
唯
一
絶
対
神
の
恵
と
共
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
大
統
領
は
、

a
　
パ
ン
チ
ャ
シ
ラ
（
℃
彗
8
巴
餌
）
及
び
一
九
四
五
年
基
本
法
に
基
づ

　
く
法
治
国
家
と
し
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
に
お
け
る
国
家
法
革
新

事
業
を
促
進
す
る
た
め
、
法
と
正
義
の
執
行
機
関
の
権
力
秩
序
体
系
に

　
お
け
る
訴
追
分
野
の
国
権
を
行
使
す
る
行
政
機
関
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ

　
シ
ア
共
和
国
検
察
庁
の
地
位
と
役
割
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

　
れ
る
こ
と
、

b
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
検
察
庁
の
基
本
規
定
に
関
す
る
一
九
六
一
年

法
律
第
一
五
号
及
び
高
等
検
察
庁
の
設
置
に
関
す
る
一
九
六
一
年
法
律
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第
一
六
号
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
法
の
発
達
及
び
発
展
並
び
に

　
国
政
と
は
既
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
、
廃
止
す

　
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

c
　
従
っ
て
、
b
に
い
う
二
つ
の
法
律
の
代
わ
り
と
し
て
新
た
な
法
律
を

　
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

　
に
鑑
み
、

　
一
　
一
九
四
五
年
基
本
法
第
五
条
第
一
項
、
第
二
〇
条
第
一
項
、

　
二
　
司
法
権
の
基
本
規
定
に
関
す
る
一
九
七
〇
年
法
律
第
一
四
条
（
官

　
　
報
一
九
七
〇
年
第
七
四
号
、
官
報
補
遺
第
二
九
五
一
号
）
、

　
三
　
刑
事
訴
訟
法
に
関
す
る
一
九
八
一
年
法
律
第
八
号
（
官
報
一
九
八

　
　
一
年
第
七
六
号
、
官
報
補
遺
第
三
二
〇
九
号
）
、

を
考
慮
し
、

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
国
民
議
会
の
承
認
を
得
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

和
国
検
察
庁
に
関
す
る
法
律
を
定
め
る
も
の
と
決
定
す
る
。

†
一
般
解
説

　
国
家
法
の
開
発
（
冨
ヨ
び
雪
α
q
暮
器
ど
ざ
ヨ
轟
巴
o
墨
一
）
は
、
パ
ン
チ
ャ
シ

ラ
と
一
九
四
五
年
基
本
法
に
基
づ
く
公
平
で
繁
栄
し
た
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
事
業
か
ら
切
り
離
せ
な
い
部
分
で
あ
る
。
法
の
開
発
の
枠
に
お
い
て
、
方
向

性
の
あ
る
統
合
的
な
法
の
革
新
及
び
法
執
行
機
関
の
地
位
と
役
割
の
確
立
と
い

う
事
業
は
、
開
発
の
要
請
並
び
に
社
会
に
お
い
て
拡
大
す
る
法
意
識
と
力
学
に

沿
っ
た
様
々
な
分
野
に
お
け
る
開
発
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
、
開
発
の
必
要
性
及
び
社
会
に
お
い
て
拡
大
す
る
法

意
識
と
力
学
、
並
び
に
、
法
に
基
づ
く
国
家
の
原
則
と
既
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
様
々
な
法
令
と
法
の
手
段
は
、
再
検
討
し
、
革
新
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
革
命
の
手
段
と
し
て
の
枠
組
に
お
け
る
検
察
庁
の
地
位
、
事
務
及
び
権
限
に

つ
い
て
規
定
し
、
省
の
組
織
構
造
の
な
か
に
検
察
庁
を
位
置
付
け
て
い
る
検
察

庁
の
基
本
規
定
に
関
す
る
一
九
六
一
年
法
律
第
一
五
号
及
び
高
等
検
察
庁
の
設

置
に
関
す
る
一
九
六
一
年
法
律
第
一
六
号
は
、
現
在
の
行
政
制
度
と
は
既
に
そ

ぐ
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
刑
事
の
分
野
に
お
け
る
検
察
庁
の
一
定
の
事

務
と
権
限
に
関
し
て
も
、
刑
事
訴
訟
法
に
関
す
る
一
九
八
一
年
法
律
第
八
号
に

規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
統
合
刑
事
司
法
制
度
と
の
関
連
に
お
い
て
根
本
的
な

変
化
を
遂
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
に
基
づ
き
、
そ
の
精
神
と
内
容
が
既

存
の
事
実
を
最
早
反
映
し
て
お
ら
ず
、
開
発
の
必
要
性
を
満
た
し
て
い
な
い
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
検
察
庁
の
基
本
規
定
に
関
す
る
一
九
六
一
年
法
律
第
一
五

号
及
び
高
等
検
察
庁
の
設
置
に
関
す
る
一
九
六
一
年
法
律
第
一
六
号
は
、
改
正

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
検
察
庁
法
の
改
正
は
、
開
発
途
上
国
と
し
て
、
パ
ン

チ
ャ
シ
ラ
に
基
づ
く
法
治
国
家
に
お
い
て
事
務
と
権
限
を
遂
行
す
る
た
め
の
よ

り
高
い
能
力
と
威
厳
を
も
つ
べ
く
、
検
察
庁
の
地
位
と
役
割
を
確
立
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
検
察
庁
は
、
社
会
と
し
て
の
、

民
族
と
し
て
の
、
国
家
と
し
て
の
生
活
の
土
台
を
揺
る
が
す
活
動
か
ら
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
民
族
の
人
生
哲
学
と
し
て
の
パ
ン
チ
ャ
シ
ラ
を
擁
護
し
、
維
持
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
検
察
庁
は
、
事
務
及
び
権
限
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
法

的
安
定
性
、
法
秩
序
及
び
法
に
基
づ
く
正
義
と
真
実
を
実
現
す
る
能
力
を
も
た

な
け
れ
は
な
ら
ず
、
宗
教
、
礼
節
及
び
道
徳
規
範
に
配
慮
し
、
且
つ
、
社
会
の

中
に
生
き
て
い
る
人
道
主
義
及
び
法
と
正
義
の
価
値
観
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
検
察
庁
は
、
特
に
、
パ
ン
チ
ャ
シ
ラ
に
基
づ
く
公
平
で
繁
栄
し
た
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
開
発
の
遂
行
を
支
援
し
、
擁
護
す
る
条
件
と
土
台
を
創

設
す
る
の
に
加
わ
る
な
ど
、
開
発
の
過
程
に
十
分
関
与
す
る
能
力
を
も
た
な
け
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れ
ば
な
ら
ず
、
且
つ
、
法
の
執
行
を
通
じ
て
、
政
府
と
国
家
の
威
信
を
保
持
し
、

国
民
の
利
益
を
擁
護
す
る
の
に
加
わ
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。

　
一
九
四
五
年
基
本
法
に
基
づ
く
行
政
制
度
に
沿
っ
た
検
察
庁
の
地
位
と
役
割

を
確
立
す
る
と
い
う
枠
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
は
、
検
察
庁
の
地
位
が
専
ら
普

通
裁
判
管
轄
の
訴
追
の
分
野
に
お
い
て
国
権
を
行
使
す
る
行
政
機
関
で
あ
る
こ

と
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。
検
察
庁
は
、
行
政
機
関
と
し
て
、
最
高
検
察
庁
、

高
等
検
察
庁
及
び
地
方
検
察
庁
か
ら
成
る
。
検
察
庁
は
、
一
体
不
可
分
て
あ
り
、

事
務
と
権
限
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
唯
一
絶
対
の
神
性
に
基
づ
く
正
義
と
真

実
の
た
め
に
行
動
し
、
法
の
下
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
人
の
地
位
は
平
等
で
あ
る

と
い
う
原
則
を
常
に
遵
守
す
る
も
の
と
す
る
。

　
検
察
庁
は
、
事
務
と
権
限
の
遂
行
を
統
率
す
る
検
事
総
長
が
こ
れ
を
指
揮
し
、

検
事
総
長
は
、
一
人
の
次
長
検
事
と
数
人
の
副
次
長
検
事
が
こ
れ
を
補
佐
す
る
。

　
検
察
庁
の
事
務
と
権
限
の
遂
行
を
よ
り
良
く
し
、
検
察
官
の
専
門
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
検
察
官
は
機
能
職
官
吏
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
機
能
職
の

存
在
に
よ
り
、
検
察
官
が
実
績
に
基
づ
い
て
最
高
の
階
級
に
達
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
検
察
庁
の
地
位
、
組
織
、
官
職
、
職
務
及
び
権
限
を
確
立
す
る
外
、
こ
の
法

律
は
、
以
下
の
こ
と
も
規
定
し
て
い
る
。

一
　
あ
る
一
定
の
制
限
下
に
お
い
て
、
一
定
の
事
件
書
類
を
補
完
し
、
そ
の
目

　
的
た
め
、
事
件
を
裁
判
所
へ
送
致
す
る
前
に
補
充
取
調
を
行
う
検
察
庁
の
権

　
限
。
補
充
取
調
は
、
迅
速
、
簡
易
、
低
費
用
の
司
法
原
則
を
実
施
す
る
と
い

　
う
枠
に
お
い
て
事
件
処
理
の
確
実
性
を
図
り
、
法
的
安
定
性
、
被
疑
者
、
被

　
告
人
及
び
被
害
者
証
人
な
ど
正
義
の
追
求
者
の
基
本
的
権
利
並
び
に
公
共
の

　
利
益
を
保
障
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。

二
　
民
事
及
び
行
政
の
分
野
に
お
い
て
、
検
察
庁
は
、
特
別
の
権
能
に
よ
り
、

　
国
又
は
政
府
の
た
め
、
及
び
、
そ
の
名
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
内
外
で
活
動

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
福
祉
を
実
践
す
る
法
治
国
家
と
し
て
、
民
事
及

　
び
行
政
の
分
野
に
お
い
て
、
被
告
、
原
告
又
は
検
察
庁
に
代
理
さ
れ
得
る
裁

　
判
所
外
て
の
法
律
上
の
利
害
を
有
す
る
当
事
者
と
し
て
の
地
位
で
、
国
又
は

　
政
府
に
法
律
上
の
関
与
や
利
害
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
　
公
共
の
秩
序
と
安
全
の
分
野
に
お
い
て
、
検
察
庁
は
、
社
会
の
法
意
識
の

　
向
上
及
び
法
執
行
政
策
の
保
護
事
業
と
い
っ
た
活
動
の
実
施
に
加
わ
る
。
社

　
会
の
法
意
識
の
向
上
事
業
は
、
と
り
わ
け
、
法
の
解
説
や
説
明
に
よ
っ
て
行

　
わ
れ
る
。
一
方
、
法
執
行
政
策
の
保
護
は
、
検
察
庁
の
司
法
諜
報
部
の
支
援

　
を
通
じ
て
、
予
防
的
及
び
鎮
圧
的
措
置
に
よ
っ
て
行
わ
れ
得
る
。

四
　
法
律
に
基
づ
き
、
そ
の
他
の
職
務
及
び
権
限
を
検
察
庁
に
委
任
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

　
こ
の
法
律
は
、
検
察
庁
の
事
務
と
権
限
の
枠
内
に
お
け
る
法
と
正
義
の
執
行

政
策
を
策
定
且
つ
指
揮
し
、
公
共
の
利
益
の
た
め
事
件
を
手
続
か
ら
外
す
検
事

総
長
の
職
務
及
び
権
限
、
並
び
に
、
上
告
及
び
大
統
領
恩
赦
の
処
理
に
お
け
る

法
技
術
上
の
見
解
の
提
示
並
び
に
刑
事
事
件
へ
の
関
与
を
理
由
と
し
て
一
定
の

者
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
主
権
領
域
に
入
り
、
又
は
、
こ
れ
を
離
れ
る
こ

と
の
防
止
又
は
禁
止
に
関
連
し
た
権
限
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
外
、

官
職
上
、
検
事
総
長
は
、
法
律
に
基
づ
き
、
一
定
の
刑
事
事
件
の
処
理
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
調
整
を
図
る
権
限
を
有
す
る
。
調
整
の
実
施
は
、
有
効
な
法
の

原
則
に
配
慮
し
、
大
統
領
が
こ
れ
を
定
め
る
。

第
一
章
　
総
　
則

　
第
一
節
　
概
　
念

　
　
　
　
　
　
　

第
［
条
【
定
義
】
こ
の
法
律
に
い
う
、

　
一
　
検
察
官
（
す
訂
四
）
と
は
、
公
訴
官
と
し
て
行
動
し
、
且
つ
、
既
に
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確
定
し
た
裁
判
所
の
判
決
を
執
行
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
に
よ
り
権

　
限
を
付
与
さ
れ
た
官
吏
を
い
う
。

二
　
公
訴
官
（
℃
2
仁
鼻
暮
仁
5
仁
ヨ
）
と
は
、
訴
追
を
行
い
、
裁
判
官

　
の
決
定
を
執
行
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
に
よ
り
権
限
を
付
与
さ
れ
た

　
検
察
官
を
い
う
。

三
　
訴
追
（
冨
づ
…
ε
鼠
昌
）
と
は
、
刑
事
訴
訟
法
に
規
定
さ
れ
た
場

　
合
及
び
そ
の
方
法
に
従
い
、
裁
判
所
公
判
で
の
裁
判
官
に
よ
る
取
調

　
及
び
裁
判
が
な
さ
れ
る
よ
う
求
め
て
、
権
限
を
有
す
る
地
方
裁
判
所

　
に
事
件
を
送
致
す
る
公
訴
官
の
処
分
を
い
う
。

四
　
検
察
官
の
機
能
職
（
す
げ
讐
聾
身
お
巴
9
巴
宣
犀
。
。
鱒
）
と
は
、
そ

　
の
機
能
に
よ
り
円
滑
な
検
察
事
務
を
可
能
に
す
る
検
察
庁
組
織
内
の

　
専
門
的
な
性
質
を
有
す
る
官
職
を
い
う
。

　
第
二
節
　
地
　
位

第
二
条
【
検
察
庁
の
性
格
】
①
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
検
察
庁
－
以

　
下
、
こ
の
法
律
で
は
検
察
庁
と
称
す
る
ー
は
、
訴
追
の
分
野
に
お
い
て

　
国
権
を
行
使
す
る
行
政
機
関
で
あ
る
。

　
†
検
察
庁
は
、
普
通
裁
判
（
冨
声
亀
雪
⊆
ヨ
＝
ヨ
）
管
轄
で
の
法
と
正
義
の
執
行
に

　
　
お
け
る
訴
追
の
分
野
に
お
い
て
事
務
及
び
権
限
を
有
す
る
国
権
の
行
使
者
た
る

　
　
唯
一
の
行
政
機
関
で
あ
る
。

②
検
察
庁
は
、
訴
追
を
行
う
こ
と
に
お
い
て
一
体
不
可
分
で
あ
る
。

　
†
「
検
察
庁
は
一
体
不
可
分
て
あ
る
」
と
は
、
訴
追
の
分
野
に
お
い
て
政
策
の
統

　
　
一
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
検
察
庁
の
判
断
基
準
、
行
動
基
準
及
び
運
営
基

準
を
統
一
す
る
特
色
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
訴
追
分
野
の
事
務
及

び
権
限
の
遂
行
に
お
け
る
基
盤
の
『
つ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
裁
判
所
に
お
け
る

検
察
庁
の
訴
追
活
動
は
、
当
初
職
務
を
執
っ
て
い
た
検
察
官
に
支
障
が
あ
る
と

い
う
理
由
だ
け
で
は
中
止
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
検
察
庁
の
訴
追
事

務
は
、
そ
の
た
め
他
の
代
わ
り
の
検
察
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

引
き
続
き
行
わ
れ
る
。

第
三
条
【
検
察
庁
の
種
類
】
　
第
二
条
に
い
う
国
権
の
行
使
は
、
最
高
検

　
察
庁
（
国
ε
接
器
睾
＞
σ
q
巨
の
）
、
高
等
検
察
庁
（
国
①
す
5
器
コ

　
艮
夷
四
）
及
び
地
方
検
察
庁
（
国
。
す
5
器
b
乞
お
o
践
）
が
こ
れ
を
行

　
う
。

　
第
三
節
　
所
在
地

第
四
条
【
所
在
地
と
管
轄
】
①
最
高
検
察
庁
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

　
和
国
の
首
都
に
所
在
し
、
そ
の
管
轄
区
域
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

　
の
主
権
領
域
を
包
含
す
る
。

②
高
等
検
察
庁
は
、
州
都
に
所
在
し
、
そ
の
管
轄
区
域
は
、
州
の
領
域

　
を
包
含
す
る
。

　
†
ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
特
別
区
の
高
等
検
察
庁
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
所
在
す
る
。

③
地
方
検
察
庁
は
、
県
都
、
市
（
ぎ
鼠
目
餌
身
餌
）
又
は
行
政
指
定
都

　
市
（
ぎ
鼠
巴
ヨ
言
巨
轟
ま
）
に
所
在
し
、
そ
の
管
轄
区
域
は
、
県
、
市

　
及
び
・
又
は
行
政
指
定
都
市
の
領
域
を
包
含
す
る
。

148



1991年インドネシア共和国検察庁法

第
二
章
検
察
庁
の
構
成

　
第
一
節
　
一
　
般

第
五
条
【
検
察
庁
の
構
成
】
　
検
察
庁
の
構
成
は
、
最
高
検
察
庁
、
高
等
検

　
察
庁
及
び
地
方
検
察
庁
か
ら
成
る
。

第
六
条
【
大
統
領
決
定
へ
の
委
任
】
①
検
察
庁
の
組
織
構
成
及
び
運

　
営
基
準
は
、
大
統
領
決
定
で
こ
れ
を
定
め
る
。

　
†
検
察
庁
の
組
織
構
成
は
、
原
則
と
し
て
、
指
揮
権
者
、
指
揮
権
者
補
佐
、
実
行

　
　
及
び
監
督
の
担
当
者
か
ら
成
る
そ
の
他
の
行
政
組
織
構
成
と
同
じ
で
あ
り
、
検

　
　
察
庁
の
事
務
と
権
限
に
お
け
る
特
色
を
異
に
す
る
だ
け
で
あ
る
。

②
　
高
等
検
察
庁
及
び
地
方
検
察
庁
は
、
大
統
領
決
定
で
こ
れ
を
設
置
す

　
る
。

第
七
条
【
支
部
】
①
　
地
方
検
察
庁
の
管
轄
区
域
に
お
い
て
、
地
方
検
察

　
庁
支
部
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
†
地
方
検
察
庁
の
管
轄
区
域
に
お
け
る
地
方
検
察
庁
支
部
の
設
置
は
、
社
会
に
対

　
　
す
る
法
と
正
義
の
最
良
の
奉
仕
を
提
供
す
る
こ
と
に
お
い
て
必
要
と
思
料
さ
れ

　
　
る
時
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
の
発
展
及
び
広
さ
並

　
　
び
に
住
民
の
増
加
の
考
慮
に
基
づ
く
。

②
　
地
方
検
察
庁
支
部
は
、
国
家
機
関
の
効
率
化
の
分
野
に
お
い
て
責
任

　
を
有
す
る
大
臣
か
ら
の
同
意
を
得
た
上
で
、
検
事
総
長
決
定
で
こ
れ
を

　
設
置
す
る
。

　
†
当
該
同
意
は
、
国
家
機
関
の
分
野
に
お
い
て
責
任
を
有
す
る
大
臣
が
書
面
に
よ

　
　
り
こ
れ
を
行
う
。

　
第
二
節
　
検
察
官

第
八
条
【
検
察
官
の
地
位
】
①
検
察
官
は
、
検
事
総
長
に
よ
り
任
免

　
さ
れ
る
機
能
職
官
吏
で
あ
る
。

　
†
検
察
官
の
機
能
職
と
し
て
の
官
職
は
、
訴
追
の
分
野
に
お
い
て
検
察
官
が
特
別

　
　
に
行
使
す
る
機
能
と
関
連
が
あ
り
、
検
察
庁
組
織
が
そ
の
基
本
的
事
務
を
行
う

　
　
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

②
訴
追
を
行
う
に
あ
た
り
、
検
察
官
は
、
国
の
た
め
、
及
び
、
そ
の
名

　
に
お
い
て
行
動
し
、
且
つ
、
階
級
の
順
位
に
従
っ
て
責
任
を
負
う
。

　
†
訴
追
分
野
に
お
け
る
機
能
職
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
検
察
官
は
、
社
会
と
政

　
　
府
の
利
益
に
常
に
配
慮
し
な
が
ら
、
国
の
代
理
と
し
て
行
動
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
従
っ
て
、
訴
追
の
遂
行
は
、
法
に
基
づ
き
、
刑
事
事
件
の
処
理
に
お
け
る
政
府

　
　
の
政
策
に
配
慮
し
つ
つ
、
常
に
社
会
の
中
に
生
き
て
い
る
正
義
感
情
に
留
意
し

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
課
さ
れ
た
職
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
検
察
官
は
、

　
　
組
織
的
に
当
該
検
察
官
の
直
属
の
上
司
に
あ
た
る
検
察
官
吏
に
対
し
責
任
を
負

　
　
う
。
こ
れ
と
の
関
係
に
お
い
て
、
地
方
検
察
庁
支
部
長
は
検
事
正
に
対
し
責
任

　
　
を
負
い
、
検
事
正
は
検
事
長
に
対
し
責
任
を
負
い
、
そ
し
て
検
事
長
は
検
事
総

　
　
長
に
対
し
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

③
　
唯
一
絶
対
の
神
性
（
内
9
昌
磐
き
K
p
品
ζ
餌
訂
評
帥
）
に
基
づ

　
く
正
義
と
真
実
の
た
め
、
検
察
官
は
、
適
法
な
証
拠
に
基
づ
く
確
信
の

　
下
に
訴
追
を
行
う
も
の
と
す
る
。

④
職
務
及
び
権
限
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
検
察
官
は
、
常
に
、
法
に

　
基
づ
い
て
行
動
し
、
宗
教
、
礼
節
及
び
道
徳
規
範
に
配
慮
し
、
且
つ
、

　
社
会
の
中
に
あ
る
人
道
主
義
、
法
及
び
正
義
の
価
値
観
を
探
求
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
九
条
【
任
命
資
格
】
　
検
察
官
と
し
て
任
命
さ
れ
る
た
め
の
資
格
は
、
左

　
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
a
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍

　
b
　
唯
一
絶
対
神
へ
の
帰
依

　
c
　
パ
ン
チ
ャ
シ
ラ
及
び
一
九
四
五
年
基
本
法
の
遵
奉

　
d
　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
反
革
命
運
動
九
月
三
〇
日
事
件
」
に
直
接

　
　
又
は
間
接
に
関
与
し
た
集
団
組
織
又
は
個
人
を
含
む
、
非
合
法
組
織

　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
又
は
そ
の
他
の
非
合
法
組
織
の
元
構
成
員
で

　
　
な
い
こ
と
。

　
e
　
公
務
員

　
f
　
法
学
士

　
g
　
二
五
歳
以
上

　
h
　
威
厳
が
あ
り
、
誠
実
、
品
行
方
正
及
び
非
難
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

　
　
素
行
で
あ
る
こ
と
。

　
i
　
検
察
官
の
養
成
教
育
及
び
研
修
に
合
格
し
て
い
る
こ
と
。

　
†
本
条
第
h
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
資
格
の
充
足
に
対
す
る
評
価
は
、
公
務
員
の

　
　
分
野
に
お
け
る
法
令
に
よ
り
権
限
を
有
す
る
官
吏
が
こ
れ
を
行
う
。

第
一
〇
条
【
宣
誓
・
誓
約
】
①
任
官
す
る
に
あ
た
り
、
検
察
官
は
、
左

　
に
掲
げ
る
通
り
、
宗
教
又
は
信
仰
に
応
じ
た
宣
誓
又
は
誓
約
を
述
べ
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
私
は
、
こ
の
私
の
官
職
に
就
く
た
め
、
如
何
な
る
名
前
又
は
方
法
を
用

　
い
て
、
直
接
又
は
間
接
に
、
あ
る
物
を
誰
か
に
供
与
し
、
又
は
約
束
し

　
な
い
こ
と
を
真
摯
に
誓
う
・
約
束
す
る
。
」

　
「
私
は
、
こ
の
官
職
に
お
い
て
あ
る
事
を
行
い
、
又
は
行
わ
な
い
た
め
、

　
決
し
て
誰
か
ら
も
、
直
接
又
は
間
接
に
、
約
束
又
は
供
与
を
受
け
な
い

　
こ
と
を
誓
う
・
約
束
す
る
。
」

　
「
私
は
、
国
家
の
基
盤
及
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
パ
ン
チ
ャ
シ
ラ
、

　
一
九
四
五
年
基
本
法
並
び
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
に
お
い
て
効
力
を

　
有
す
る
そ
の
他
全
て
の
法
律
及
び
法
令
を
遵
奉
し
、
維
持
し
、
且
つ
、

　
実
施
す
る
こ
と
を
誓
う
・
約
束
す
る
。
」

　
「
私
は
、
こ
の
私
の
官
職
を
常
に
誠
実
、
的
確
に
及
び
人
の
区
別
な
く
遂

　
行
し
、
私
の
義
務
を
履
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
法
と
正
義
の
執
行
に

　
お
い
て
良
識
が
あ
る
誠
実
な
検
察
官
と
し
て
相
応
し
い
よ
う
、
最
善
で

　
最
も
公
正
な
態
度
を
と
る
こ
と
を
誓
う
・
約
束
す
る
。
」

②
検
察
官
は
、
検
事
総
長
の
前
で
宣
誓
又
は
誓
約
を
述
べ
る
も
の
と
す

　
る
。

　
†
検
事
総
長
に
支
障
が
あ
る
と
き
、
宣
誓
又
は
誓
約
の
陳
述
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て

　
　
指
名
さ
れ
た
そ
の
他
の
官
吏
の
前
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
【
兼
職
の
制
限
】
①
法
律
に
異
な
る
規
定
が
あ
り
、
又
は
、

　
こ
れ
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、
検
察
官
は
、
左
に
掲
げ
る
兼
職
を
し
て

　
は
な
ら
な
い
。

　
a
　
事
業
家
に
な
る
こ
と
、
又
は
、

　
b
　
弁
護
人
に
な
る
こ
と
、
又
は
、

　
†
弁
護
人
と
は
、
法
律
相
談
員
（
ざ
冨
三
鼠
ロ
ど
5
ヨ
）
も
含
む
。

　
c
　
官
の
威
信
に
影
響
を
与
え
得
る
そ
の
他
の
職
業
を
行
う
こ
と
。

②
第
一
項
に
い
う
官
職
・
職
業
以
外
で
検
察
官
が
兼
職
し
て
は
な
ら
な
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い
官
職
・
職
業
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
更
に
こ
れ
を
定
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

第
一
二
条
【
免
官
】
検
察
官
は
、
左
に
掲
げ
る
理
由
に
よ
り
、
名
誉
的
に

　
そ
の
官
職
を
免
ず
る
。

　
†
本
条
に
お
け
る
「
官
職
」
と
は
、
機
能
職
の
こ
と
て
あ
る
。

　
a
　
本
人
の
願
出
、
又
は
、

　
b
　
持
続
的
な
心
身
の
故
障
、
又
は
、

　
†
「
持
続
的
な
心
身
の
故
障
」
と
は
、
患
者
が
そ
の
職
務
を
有
効
な
法
令
に
従
い
正

　
　
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
よ
う
な
疾
病
を
い
う
。

　
c
　
満
五
八
歳
、
並
び
に
、
検
事
長
及
び
副
検
事
長
又
は
検
事
長
及
び

　
　
副
検
事
長
と
同
等
の
官
職
に
つ
い
て
は
満
六
〇
歳
、
又
は
、

　
†
検
察
官
の
定
年
は
、
公
務
員
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
又
は
、
そ
れ
に
基
づ
き
、

　
　
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
d
　
職
務
を
執
る
能
力
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
、
又
は
、

　
†
「
能
力
が
な
い
」
と
は
、
例
え
ば
、
当
人
が
、
職
務
の
遂
行
に
お
い
て
重
大
な
誤

　
　
り
を
多
く
犯
す
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

　
e
　
死
亡

　
　
　
　
　
　
ホ
　
　

第
一
三
条
【
罷
免
】
①
検
察
官
は
、
左
に
掲
げ
る
理
由
を
も
っ
て
、
非

　
名
誉
的
に
そ
の
官
職
を
免
ず
る
。

　
a
　
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
有
罪
と
さ
れ
た
た
め
、
刑
に
処

　
　
せ
ら
れ
た
場
合
、
又
は

　
†
「
刑
に
処
せ
ら
る
」
と
は
、
三
月
以
上
の
重
懲
役
刑
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。

　
b
　
職
務
・
職
業
の
遂
行
に
お
い
て
継
続
し
て
義
務
を
怠
っ
た
場
合
、

　
　
又
は
、

　
†
「
職
務
・
職
業
の
遂
行
に
お
い
て
継
続
し
て
義
務
を
怠
る
」
と
は
、
有
効
な
法
令

　
　
に
よ
る
一
定
の
期
間
内
に
、
当
人
が
、
適
法
な
理
由
な
く
、
自
己
に
課
せ
ら
れ

　
　
た
職
務
を
全
う
し
な
い
場
合
を
い
う
。

　
c
　
第
一
一
条
に
い
う
禁
止
事
項
に
違
反
し
た
場
合
、
又
は
、

　
d
　
服
務
宣
誓
又
は
誓
約
に
違
反
し
た
場
合
、
又
は
、

　
e
　
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
を
行
っ
た
場
合

　
†
「
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
」
と
は
、
職
務
中
で
あ
る
と
職
務
中
て
な
い
と
を
問

　
　
わ
ず
、
検
察
官
又
は
検
察
庁
の
威
信
を
損
な
う
よ
う
な
検
察
官
の
態
度
、
行
為

　
　
及
び
措
置
を
い
う
。

②
第
一
条
第
b
号
、
第
c
号
、
第
d
号
、
第
e
号
に
い
う
理
由
に
よ
る

　
罷
免
の
勧
告
は
、
当
該
検
察
官
に
対
し
検
察
官
名
誉
審
査
会
（
竃
ε
①
房

　
頃
魯
9
ヨ
讐
讐
討
訂
ゆ
）
の
面
前
に
お
い
て
弁
護
を
行
う
十
分
な
機

　
会
を
与
え
た
後
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

③
　
検
察
官
名
誉
審
査
会
の
設
置
、
構
成
及
び
運
営
基
準
並
び
に
弁
護
の

　
手
続
は
、
検
事
総
長
が
こ
れ
を
定
め
る
。

第
一
四
条
【
公
務
員
の
地
位
・
仮
の
免
官
】
①
検
察
官
の
機
能
職
か

　
ら
免
じ
ら
れ
た
検
察
官
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
公
務
員
を
免
じ
ら

　
れ
な
い
。

　
†
名
誉
に
分
類
さ
れ
る
検
察
官
の
免
官
決
定
の
場
合
、
当
人
は
、
検
察
官
と
し
て

　
　
の
地
位
を
免
じ
ら
れ
る
。
当
該
免
官
は
、
公
務
員
の
免
官
と
い
う
内
容
の
追
加

　
　
処
分
決
定
の
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
非
名
誉
に
分
類
さ
れ
る
検

　
　
察
官
の
罷
免
決
定
の
場
合
、
当
該
検
察
官
は
、
有
効
な
法
令
に
従
い
、
公
務
員

　
　
も
免
じ
ら
れ
る
。

②
第
一
三
条
第
一
項
に
い
う
罷
免
の
前
に
、
当
該
検
察
官
は
、
検
事
総
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長
が
仮
に
そ
の
官
職
を
免
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
†
「
仮
の
免
官
」
と
は
、
既
に
確
定
し
た
裁
判
所
判
決
又
は
当
該
検
察
官
の
責
任
に

　
　
対
す
る
検
察
官
名
誉
審
査
会
の
決
定
に
基
づ
く
検
事
総
長
の
確
定
的
な
決
定
が

　
　
あ
る
ま
で
、
一
時
的
に
検
察
官
を
免
官
す
る
処
分
を
い
う
。

③
検
察
官
が
仮
に
機
能
職
か
ら
免
じ
ら
れ
た
後
も
、
弁
護
の
機
会
に
関

　
す
る
第
一
三
条
第
二
項
に
定
め
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

第
一
五
条
【
刑
事
事
件
に
伴
う
仮
の
免
官
】
①
検
察
官
に
対
し
勾
留

　
を
伴
う
逮
捕
命
令
が
あ
る
と
き
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
当
該
検
察
官
は
、

　
検
事
総
長
が
仮
に
そ
の
官
職
を
免
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
†
権
限
を
有
す
る
者
に
よ
っ
て
逮
捕
及
び
勾
留
状
が
出
さ
れ
れ
ば
、
検
事
総
長
は
、

　
　
追
っ
て
直
ち
に
仮
の
免
官
決
定
書
を
出
す
も
の
と
す
る
。

②
　
仮
の
免
官
は
、
検
察
官
が
一
九
八
一
年
法
律
第
八
号
第
二
一
条
第
四

　
号
に
い
う
刑
事
事
件
に
お
い
て
勾
留
さ
れ
る
こ
と
な
く
裁
判
所
に
訴
追

　
さ
れ
た
場
合
、
検
事
総
長
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
†
刑
事
訴
訟
法
に
関
す
る
一
九
八
一
年
法
律
第
八
号
第
二
一
条
第
四
項
第
b
号
は
、

　
　
一
定
の
犯
罪
を
定
め
、
当
該
犯
罪
の
行
為
者
に
対
し
勾
留
処
分
を
行
う
権
限
を

　
　
捜
査
官
、
公
訴
官
又
は
裁
判
所
に
与
え
て
い
る
。
検
察
官
が
当
該
犯
罪
の
う
ち

　
　
一
つ
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
裁
判
所
に
訴
追
さ
れ
た
場
合
、
当
人
が
勾
留
さ
れ

　
　
て
い
な
く
て
も
、
仮
の
免
官
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。

第
一
六
条
【
政
令
へ
の
委
任
】
免
官
、
罷
免
及
び
仮
の
免
官
の
手
続
並

　
び
に
免
官
と
な
っ
た
検
察
官
の
機
能
職
の
諸
権
利
に
関
す
る
そ
の
他
の

　
規
定
は
、
政
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

第
［
七
条
【
大
統
領
決
定
へ
の
委
任
】
検
察
官
の
機
能
職
の
手
当
に
つ

い
て
は
、
大
統
領
決
定
で
こ
れ
を
定
め
る
。

　
第
一
一
一
節
　
検
事
総
長
、
次
長
検
事
及
び
副
次
長
検
事

第
一
八
条
【
検
事
総
長
の
地
位
】
①
　
検
事
総
長
（
鐙
訂
㊤
＞
σ
q
⊆
お
）

　
は
、
検
察
庁
の
事
務
と
権
限
の
遂
行
を
指
揮
す
る
検
察
庁
の
最
高
指
揮

　
権
者
及
び
責
任
者
で
あ
る
。

　
†
検
事
総
長
が
検
察
庁
の
事
務
と
権
限
の
遂
行
を
指
揮
す
る
検
察
庁
の
最
高
指
揮

　
　
権
者
及
び
責
任
者
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
検
事
総
長
は
、
訴
追
の
分
野
に
お
け

　
　
る
最
高
指
揮
権
者
及
び
責
任
者
て
も
あ
る
。

②
　
検
事
総
長
は
、
一
人
の
次
長
検
事
（
≦
騨
比
量
冨
餌
＞
碧
鑛
）
及

　
び
数
人
の
副
次
長
検
事
（
q
欝
駕
＞
α
q
⊆
お
ζ
⊆
鼠
）
が
こ
れ
を
補
佐

　
す
る
。

③
　
検
事
総
長
及
び
次
長
検
事
は
、
指
揮
権
者
の
単
位
を
構
成
す
る
。

　
†
「
指
揮
権
者
の
単
位
」
と
は
、
検
事
総
長
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
政
策
の
遂
行
に

　
　
お
け
る
検
事
総
長
と
次
長
検
事
の
一
体
性
及
び
共
同
性
の
現
れ
で
あ
る
。

④
副
次
長
検
事
は
、
指
揮
権
者
の
補
佐
役
で
あ
る
。

第
一
九
条
【
検
事
総
長
の
任
免
】
検
事
総
長
は
、
大
統
領
が
こ
れ
を
任

　
免
し
、
且
つ
、
大
統
領
に
対
し
責
任
を
負
う
。

第
二
〇
条
【
次
長
検
事
の
任
免
】
①
次
長
検
事
は
、
検
事
総
長
の
提

　
案
に
基
づ
き
、
大
統
領
が
こ
れ
を
任
免
す
る
。

　
†
次
長
検
事
と
い
う
官
職
の
存
在
は
、
特
に
、
日
常
行
政
事
務
の
確
立
や
そ
の
他

　
　
実
務
上
の
技
術
的
側
面
に
お
い
て
検
事
総
長
を
多
い
に
補
佐
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
当
該
職
務
の
性
質
ゆ
え
、
次
長
検
事
の
官
職
は
、
検
察
庁
の
管
轄
に
お
い
て
上
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級
職
（
宣
げ
讐
雪
犀
巽
属
）
を
構
成
す
る
。
検
事
総
長
に
よ
る
候
補
者
選
定
の
提

　
案
は
、
検
察
庁
の
管
轄
に
お
け
る
上
級
職
の
養
成
に
配
慮
す
る
も
の
で
な
け
れ

　
　
ば
な
ら
な
い
。

②
　
次
長
検
事
は
、
検
事
総
長
に
対
し
責
任
を
負
う
。

③
次
長
検
事
に
任
命
さ
れ
得
る
者
は
、
副
次
長
検
事
で
あ
る
。

第
二
一
条
【
副
次
長
検
事
の
任
免
】
①
副
次
長
検
事
は
、
検
事
総
長

　
の
提
案
に
基
づ
き
、
大
統
領
が
こ
れ
を
任
免
す
る
。

②
　
副
次
長
検
事
に
任
命
さ
れ
得
る
者
は
、
第
八
条
に
い
う
検
察
官
で
、

　
検
事
長
又
は
検
事
長
の
官
職
と
同
等
の
官
職
の
経
験
を
有
す
る
者
と
す

　
る
。

　
†
「
検
事
長
の
官
職
と
同
等
の
官
職
」
と
は
、
省
内
局
長
（
囚
。
冨
σ
U
ぎ
葬
9
讐
）
、

　
　
局
長
（
民
8
巴
山
臣
3
）
又
は
そ
れ
ら
と
同
等
の
そ
の
他
の
官
職
で
あ
る
。

③
副
次
長
検
事
は
、
一
定
の
専
門
を
有
す
る
こ
と
を
資
格
と
し
て
、
検

　
察
庁
の
管
轄
外
か
ら
こ
れ
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
†
原
則
と
し
て
、
副
次
長
検
事
の
官
職
は
上
級
職
で
あ
る
。
本
項
の
規
定
は
、
検

　
　
察
庁
管
轄
外
か
ら
の
副
次
長
検
事
の
採
用
を
可
能
性
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
採

　
　
用
の
性
質
は
、
十
分
な
選
考
に
よ
り
、
必
要
性
に
基
づ
く
も
の
と
し
、
且
つ
、

　
　
当
該
官
吏
は
、
検
察
庁
の
事
務
と
権
限
の
遂
行
に
と
っ
て
有
益
な
一
定
の
専
門

　
　
を
有
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

④
　
次
長
検
事
及
び
副
次
長
検
事
は
、
左
に
掲
げ
る
理
由
に
よ
り
、
名
誉

　
的
に
そ
の
官
職
を
免
ず
る
。

　
a
　
本
人
の
願
出
、
又
は
、

　
b
　
持
続
的
な
心
身
の
故
障
、
又
は
、

　
c
　
満
六
〇
歳
、
又
は
、

　
d
　
職
務
を
執
る
能
力
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
、
又
は
、

　
e
　
死
亡

　
†
第
一
二
条
第
b
号
、
第
c
号
及
び
第
d
号
の
解
説
参
照
。

第
ニ
ニ
条
【
次
長
検
事
等
の
仮
の
免
官
】
①
　
次
長
検
事
及
び
副
次
長

　
検
事
が
第
一
三
条
第
一
項
に
い
う
罷
免
事
由
と
な
り
得
る
行
為
を
行
っ

　
た
と
評
価
さ
れ
る
場
合
、
大
統
領
は
、
検
事
総
長
の
勧
告
に
基
づ
き
、

　
当
該
罷
免
処
分
が
取
ら
れ
る
前
、
仮
に
そ
の
官
職
を
免
ず
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

②
第
＝
二
条
第
二
項
に
い
う
弁
護
に
関
す
る
規
定
は
、
次
長
検
事
及
び

　
副
次
長
検
事
に
対
し
て
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
第
四
節
検
事
長
、
副
検
事
長
、
検
事
正
及
び
地
方
検
察
庁
支
部
長

第
二
三
条
【
検
事
長
の
地
位
】
①
検
事
長
（
内
①
雇
置
国
ε
畏
器
き

　
目
お
讐
）
は
、
管
轄
区
域
に
お
け
る
検
察
庁
の
事
務
と
権
限
の
遂
行

　
を
指
揮
し
、
且
つ
、
検
事
総
長
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
政
策
を
遂
行
す

　
る
高
等
検
察
庁
の
指
揮
権
者
で
あ
る
。

②
検
事
長
は
、
指
揮
権
者
の
単
位
と
し
て
の
一
人
の
副
検
事
長
及
び
数

　
人
の
指
揮
権
者
の
補
佐
役
が
こ
れ
を
補
佐
す
る
。

第
二
四
条
【
検
事
正
等
の
地
位
】
①
検
事
正
（
内
魯
巴
P
因
ε
接
鋸
き

　
Z
品
Φ
践
）
は
、
管
轄
区
域
に
お
け
る
検
察
庁
の
事
務
と
権
限
の
遂
行

　
を
指
揮
す
る
地
方
検
察
庁
の
指
揮
権
者
で
あ
る
。

②
検
事
正
は
、
数
人
の
指
揮
権
者
の
補
佐
役
及
び
実
行
担
当
者
が
こ
れ

　
を
補
佐
す
る
。

153



法学研究69巻3号（’96：3）

　
†
本
条
に
お
け
る
「
指
揮
権
者
の
補
佐
役
」
と
は
、
課
長
（
囚
①
冨
冨
留
蚕
）
又
は

　
　
そ
れ
と
同
等
の
官
吏
で
あ
り
、
一
方
、
実
行
担
当
者
は
、
職
務
と
権
限
に
応
じ

　
　
た
検
察
官
で
あ
る
。

③
地
方
検
察
庁
支
部
長
（
丙
①
冨
蜀
O
暮
睾
の
閤
ε
磐
器
讐
Z
謂
①
匡
）

　
は
、
第
七
条
に
い
う
地
方
検
察
庁
支
部
の
指
揮
権
者
で
、
そ
れ
を
下
部

　
に
も
つ
地
方
検
察
庁
の
管
轄
区
域
の
一
部
に
お
い
て
検
察
庁
の
事
務
と

　
権
限
の
遂
行
を
指
揮
す
る
。

④
地
方
検
察
庁
支
部
長
は
、
数
人
の
実
行
担
当
者
が
こ
れ
を
補
佐
す
る
。

第
二
五
条
【
任
命
資
格
】
検
事
長
、
副
検
事
長
、
検
事
正
及
び
地
方
検
察

　
庁
支
部
長
に
任
命
さ
れ
得
る
者
は
、
検
事
総
長
に
よ
り
更
に
定
め
ら
れ

　
た
資
格
を
満
た
す
検
察
官
で
あ
る
。

　
第
五
節
　
専
門
官
及
び
事
務
官

第
二
六
条
【
専
門
官
及
び
事
務
官
】
①
　
検
察
庁
で
は
、
有
効
な
法
令

　
に
従
い
検
事
総
長
に
よ
っ
て
任
免
さ
れ
る
、
検
察
官
の
機
能
職
に
位
置

　
し
な
い
公
務
員
を
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
†
公
務
員
と
し
て
の
地
位
に
お
い
て
、
そ
の
者
に
対
し
、
公
務
員
に
関
す
る
法
令

　
　
に
定
め
ら
れ
て
い
る
昇
進
、
報
酬
及
び
そ
の
他
の
権
利
義
務
に
関
す
る
規
定
を

　
　
適
用
す
る
。

②
第
一
項
に
い
う
公
務
員
は
、
検
察
庁
の
事
務
と
権
限
の
遂
行
を
支
援

　
す
る
た
め
、
専
門
官
（
S
奉
鴨
ぎ
5
又
は
事
務
官
（
8
き
α
q
曽
鼠
鼠

　
⊆
鋸
鼠
）
と
し
て
こ
れ
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
†
「
専
門
官
」
と
は
、
様
々
な
学
問
分
野
に
お
け
る
専
門
家
を
い
い
、
刑
事
訴
訟
法

に
関
す
る
一
九
八
一
年
法
律
第
八
号
第
一
条
第
二
八
号
に
い
う
、

て
「
鑑
定
証
言
」
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
て
は
な
い
。

第
三
章
　
事
務
と
権
限

公
判
に
お
い

　
第
一
節
　
一
　
般

第
二
七
条
【
検
察
庁
の
事
務
と
権
限
】
①
刑
事
の
分
野
に
お
い
て
、

　
検
察
庁
は
、
左
に
掲
げ
る
事
務
と
権
限
を
有
す
る
。

　
a
　
刑
事
事
件
に
お
い
て
訴
追
を
行
う
。

　
b
　
裁
判
官
の
決
定
及
び
裁
判
所
の
判
決
を
執
行
す
る
。

　
†
裁
判
所
判
決
及
び
裁
判
官
決
定
を
執
行
す
る
に
あ
た
り
、
検
察
庁
は
、
態
度
及

　
　
び
行
動
に
お
け
る
明
確
性
を
失
う
こ
と
な
く
、
社
会
に
生
き
て
い
る
法
価
値
観

　
　
及
び
パ
ン
チ
ャ
シ
ラ
に
基
づ
く
人
道
主
義
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
裁
判
所

　
判
決
の
執
行
に
は
、
死
刑
並
び
に
既
に
押
収
さ
れ
及
び
将
来
押
収
さ
れ
、
後
に

　
　
競
売
に
か
け
ら
れ
る
没
収
物
に
対
す
る
裁
判
所
判
決
の
執
行
を
指
揮
す
る
事
務

　
　
及
び
権
限
を
も
含
む
。

　
c
　
条
件
附
釈
放
（
一
ε
霧
げ
霞
亀
弩
讐
）
決
定
の
執
行
に
対
す
る
監

　
　
督
を
行
う
。

　
†
「
条
件
附
釈
放
決
定
」
と
は
、
司
法
大
臣
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
決
定
を
い
う
。

　
d
　
一
定
の
事
件
書
類
を
補
完
し
、
そ
の
目
的
た
め
、
裁
判
所
へ
送
致

　
　
す
る
前
に
補
充
取
調
（
冨
5
貧
鱒
器
き
鼠
ヨ
げ
ぎ
導
）
を
行
う
こ

　
　
と
が
で
き
る
。
そ
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、
捜
査
官
と
調
整
を
図
る

　
　
も
の
と
す
る
。
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†
事
件
書
類
を
補
完
す
る
た
め
、
補
充
取
調
は
、
左
に
掲
げ
る
事
項
に
配
慮
し
て

　
　
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
a
　
被
疑
者
に
対
し
て
は
行
わ
な
い
。

　
　
b
　
立
証
が
困
難
で
あ
り
、
及
び
・
又
は
、
社
会
不
安
を
生
ぜ
し
め
、
及
び
・

　
　
　
又
は
、
国
家
の
安
全
を
脅
か
し
得
る
事
件
に
対
し
て
の
み
。

　
　
c
　
刑
事
訴
訟
法
典
第
一
一
〇
条
及
び
第
一
三
八
条
第
二
項
の
規
定
を
履
行
し

　
　
　
た
後
一
四
日
以
内
に
終
了
し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
d
　
捜
査
官
と
の
調
整
及
び
協
力
の
原
則
。

②
民
事
及
び
行
政
の
分
野
に
お
い
て
、
検
察
庁
は
、
特
別
の
権
能
に
よ

　
り
、
国
又
は
政
府
の
た
め
、
及
び
、
そ
の
名
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
内

　
外
で
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
公
共
の
秩
序
と
安
全
の
分
野
に
お
い
て
、
検
察
庁
は
、
左
に
掲
げ
る

　
活
動
の
実
施
に
加
わ
る
。

fedcba
社
会
の
法
意
識
の
向
上

法
執
行
政
策
の
保
護

印
刷
物
の
流
通
の
保
護

社
会
及
び
国
家
を
危
険
に
晒
し
得
る
信
仰
主
義
の
監
視

宗
教
の
濫
用
及
び
・
又
は
冒
涜
の
防
止

調
査
及
び
法
の
発
展
並
び
に
犯
罪
統
計

†
本
項
に
お
け
る
検
察
庁
の
事
務
と
権
限
は
、
有
効
な
法
令
に
従
っ
た
予
防
的
及

　
び
・
又
は
教
育
的
な
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
実
施
に
加
わ
る
」
と
は
、

　
援
助
、
参
加
、
協
力
の
活
動
を
包
摂
す
る
も
の
て
あ
る
。
そ
の
実
施
へ
の
参
加

　
に
あ
た
り
、
検
察
庁
は
、
常
に
、
関
係
機
関
と
の
調
整
に
配
慮
す
る
も
の
と
す

　
る
o

第
二
八
条
【
入
院
処
分
】
検
察
庁
は
、
被
告
人
自
身
が
自
立
能
力
を
も

　
た
ず
、
又
は
、
他
人
、
環
境
若
し
く
は
自
ら
を
危
険
に
晒
し
得
る
事
情

　
を
理
由
と
し
て
、
こ
れ
を
病
院
、
精
神
看
護
施
設
又
は
他
の
相
当
な
施

　
設
へ
収
容
す
る
よ
う
裁
判
官
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
九
条
【
特
別
法
に
よ
る
委
任
】
こ
の
法
律
に
定
め
る
事
務
及
び
権

　
限
の
外
、
法
律
に
基
づ
き
、
そ
の
他
の
事
務
及
び
権
限
を
検
察
庁
に
委

　
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
〇
条
【
他
の
機
関
と
の
協
力
】
事
務
と
権
限
の
遂
行
に
あ
た
り
、

　
検
察
庁
は
、
法
と
正
義
の
執
行
機
関
及
び
国
家
機
関
又
は
他
の
機
関
と

　
の
協
力
関
係
を
育
む
も
の
と
す
る
。

　
†
統
合
刑
事
司
法
制
度
を
実
現
す
る
た
め
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
公
開
、

　
　
平
等
、
統
一
の
精
神
に
基
づ
い
た
協
力
を
行
い
、
育
む
こ
と
は
、
法
と
正
義
の

　
　
執
行
分
野
を
始
め
と
す
る
各
国
家
機
関
に
と
っ
て
の
義
務
で
あ
る
。
こ
の
協
力

　
　
関
係
は
、
定
期
的
な
水
平
的
・
垂
直
的
調
整
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
機
能
、
事
務
及
び
権
限
を
常
に
尊
重
す
る
こ
と
で
維
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
検
察
庁
と
他
の
法
執
行
機
関
と
の
協
力
は
、
事
件
処
理
に
お
け
る
迅
速
、
簡
易
、

　
　
低
費
用
、
且
つ
、
目
由
、
公
正
、
公
平
の
原
則
に
従
い
、
法
執
行
活
動
を
円
滑

　
　
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
て
あ
る
。

第
＝
二
条
【
見
解
の
提
示
】
検
察
庁
は
、
他
の
政
府
機
関
に
対
し
、
法
の

　
分
野
に
お
け
る
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
一
節
　
特
　
別

第
一
一
一
二
条
【
検
事
総
長
の
職
務
権
限
】

　
務
と
権
限
を
有
す
る
。

検
事
総
長
は
、
左
に
掲
げ
る
職
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a
　
検
察
庁
の
事
務
と
権
限
の
枠
内
に
お
け
る
法
と
正
義
の
執
行
政
策

　
を
策
定
し
、
且
つ
、
指
揮
す
る
。

b
　
法
律
に
基
づ
き
、
一
定
の
刑
事
事
件
の
処
理
に
つ
い
て
関
係
機
関

　
と
調
整
を
図
る
。
調
整
の
実
施
は
、
大
統
領
が
こ
れ
を
定
め
る
。

†
一
　
「
一
定
の
刑
事
事
件
」
と
は
、
広
く
社
会
不
安
を
生
ぜ
し
め
、
及
び
・
又
は
、

　
国
家
の
安
全
を
脅
か
し
、
及
び
・
又
は
、
国
家
経
済
に
損
害
を
与
え
得
る
刑
事

　
事
件
を
い
う
。

　
二
　
「
関
係
機
関
」
と
は
、
法
執
行
機
関
て
あ
る
と
そ
の
他
の
政
府
機
関
て
あ
る

　
と
を
問
わ
ず
、
職
務
上
一
定
の
刑
事
事
件
の
処
理
に
関
わ
る
機
関
を
い
う
。
こ

　
の
場
合
、
裁
判
機
関
を
含
ま
な
い
。

　
三
　
調
整
の
実
施
に
関
す
る
大
統
領
の
決
定
は
、
一
九
七
〇
年
法
律
第
一
四
号

　
に
定
め
る
司
法
権
独
立
の
原
則
を
損
な
う
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
法
的
安

　
定
性
の
た
め
、
有
効
な
法
の
諸
原
則
に
常
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

c
　
公
共
の
利
益
の
た
め
、
事
件
を
手
続
か
ら
外
す
（
ヨ
窪
岩
ヨ
豆
マ

　
σ
q
ζ
⇒
℃
霞
5
声
）
。

†
「
公
共
の
利
益
」
と
は
、
民
族
及
び
国
家
の
利
益
並
び
に
・
又
は
広
く
社
会
の
利

　
益
を
い
う
。
本
規
定
に
い
う
事
件
の
手
続
解
除
は
、
起
訴
便
宜
主
義
（
器
霧

　
8
9
ε
巳
鼠
。
・
）
の
行
使
に
当
た
り
、
当
該
問
題
と
関
係
を
有
す
る
国
家
権
力
機

　
関
か
ら
の
提
案
及
び
意
見
に
配
慮
し
た
上
て
、
検
事
総
長
の
み
が
こ
れ
を
行
使

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
検
事
総
長
は
、
指
示
を
仰
ぐ
た
め
、
当
該
手
続
解
除
を

　
受
け
る
事
件
の
性
質
及
び
基
準
に
従
い
、
事
件
の
手
続
解
除
の
計
画
を
事
前
に

　
大
統
領
へ
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

d
　
刑
事
、
民
事
及
び
行
政
事
件
に
お
い
て
、
法
の
利
益
（
溶
冨
三
一
〒

　
鵬
雪
『
爵
q
ヨ
）
の
た
め
、
最
高
裁
判
所
に
対
し
上
告
を
申
し
立
て

　
る
。

　
†
こ
の
法
の
利
益
の
た
め
の
上
告
申
立
は
、
刑
事
訴
訟
法
に
関
す
る
一
九
八
一
年

　
　
法
律
第
八
号
及
び
最
高
裁
判
所
に
関
す
る
一
九
八
五
年
法
律
第
一
四
号
が
定
め

　
　
る
規
定
に
依
る
。

　
e
　
刑
事
事
件
の
上
告
審
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
に
対
し
法
技
術
上

　
　
の
見
解
を
提
示
す
る
。

　
f
　
死
刑
の
場
合
の
大
統
領
恩
赦
（
鷺
霧
一
）
請
求
に
関
し
、
大
統
領

　
　
に
対
し
見
解
を
提
示
す
る
。

　
†
最
高
裁
判
所
を
通
じ
た
大
統
領
に
対
す
る
検
事
総
長
の
見
解
は
、
大
統
領
恩
赦

　
　
の
請
求
に
関
す
る
一
九
五
〇
年
法
律
第
三
号
第
八
条
第
六
項
が
定
め
る
規
定
に

　
　
依
る
。

　
9
　
刑
事
事
件
へ
の
関
与
を
理
由
と
し
て
、
一
定
の
者
が
イ
ン
ド
ネ
シ

　
　
ア
共
和
国
の
主
権
領
域
に
入
り
、
又
は
、
こ
れ
を
離
れ
る
こ
と
を
防

　
　
止
し
、
又
は
、
禁
止
す
る
。

　
†
本
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事
務
と
権
限
は
、
刑
事
事
件
の
場
合
に
限
る
。
当
該

　
　
権
限
の
行
使
か
入
国
管
理
局
の
よ
う
な
他
の
機
関
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
に
鑑

　
　
み
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
三
条
【
治
療
・
看
護
の
許
可
】
①
　
検
事
総
長
は
、
一
定
の
場
合
、

　
被
疑
者
又
は
被
告
人
に
対
し
、
国
内
外
の
病
院
に
お
い
て
治
療
を
受
け
、

　
又
は
、
看
護
に
服
す
る
許
可
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

　
†
本
項
に
い
う
許
可
を
得
る
た
め
、
被
疑
者
、
被
告
人
又
は
そ
の
家
族
は
、
検
事

　
　
総
長
又
は
検
事
総
長
の
決
定
に
従
い
指
名
さ
れ
た
官
吏
に
対
し
、
書
面
に
て
申

　
　
請
を
行
う
も
の
と
す
る
。
「
被
疑
者
又
は
被
告
人
」
と
は
、
検
察
庁
の
責
任
下

　
　
に
あ
る
被
疑
者
又
は
被
告
人
を
い
う
。

②
国
内
に
お
い
て
治
療
を
受
け
、
又
は
看
護
に
服
す
る
の
た
め
の
書
面
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に
よ
る
許
可
は
、
検
事
総
長
の
名
に
お
い
て
、
当
地
の
検
事
正
が
こ
れ

　
を
行
い
、
一
方
、
国
外
の
病
院
に
お
い
て
治
療
を
受
け
、
又
は
看
護
に

　
服
す
る
場
合
は
、
検
事
総
長
の
み
が
こ
れ
を
行
う
。

③
第
一
項
及
び
第
二
項
に
い
う
許
可
は
、
医
師
の
推
薦
に
基
づ
い
て
の

　
み
こ
れ
を
行
う
。
国
外
で
の
看
護
が
必
要
な
場
合
、
当
該
推
薦
は
、
国

　
内
に
お
け
る
当
該
看
護
施
設
が
未
だ
十
分
で
な
い
こ
と
も
含
め
、
そ
の

　
た
め
の
必
要
性
に
つ
い
て
明
確
に
言
及
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
経
過
規
定

第
三
四
条
【
経
過
規
定
】
　
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
時
点
で
、
検
察
庁

　
に
関
す
る
既
存
の
全
て
の
施
行
規
則
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
新
た
な

　
規
定
が
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
そ
の
規
則
が
こ
の
法
律
と
抵
触
し
な
い

　
限
り
、
な
お
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
終
　
章

第
三
五
条
【
旧
法
の
廃
止
】
　
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
時
点
で
、
イ
ン

　
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
検
察
庁
の
基
本
規
定
に
関
す
る
一
九
六
一
年
法
律
第

　
一
五
条
（
官
報
一
九
六
一
年
第
二
五
四
号
、
官
報
補
遺
第
二
二
九
八
号
）

　
及
び
高
等
検
察
庁
の
設
置
に
関
す
る
一
九
六
一
年
法
律
第
一
六
号
（
官

　
報
一
九
六
一
年
第
二
五
五
号
、
官
報
補
遺
第
二
二
九
九
号
）
は
効
力
を

　
失
う
。

第
三
六
条
【
施
行
期
日
】
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
各
人
が
知
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
官
報
へ
の

　
掲
載
に
よ
る
こ
の
法
律
の
公
布
を
命
ず
る
。

一
九
九
一
年
七
月
二
二
日
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て
制
定

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
大
統
領
　
ス
ハ
ル
ト

　
一
九
九
一
年
七
月
二
二
日
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て
公
布

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
大
臣
・
国
務
官
房
長
官
　
ム
ル
デ
ィ
オ
ノ

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
官
報
一
九
九
一
年
第
五
九
号

（
†
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
官
報
補
遺
第
三
四
五
一
号
）

訳
者
注

　
†
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
法
律
に
は
、
当
該
法
律
の
「
一
般
解
説
」
（
冨
ε
9
霧
き

　
⊆
ヨ
⊆
日
）
と
条
文
の
「
逐
条
解
説
」
（
究
且
①
一
器
弩
冨
鋸
一
号
巨
℃
霧
巴
）
が
官

　
報
補
遺
に
掲
載
さ
れ
、
条
文
解
釈
上
、
重
要
な
法
源
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
て

　
　
は
、
閲
覧
の
便
宜
上
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
官
報
補
遺
第
三
四
五
一
号
」

　
　
に
掲
載
さ
れ
た
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
検
察
庁
に
関
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

　
和
国
一
九
九
一
年
法
律
第
五
号
に
関
す
る
解
説
」
の
一
般
解
説
を
法
律
の
制
定

　
文
の
後
に
、
条
文
の
逐
条
解
説
を
各
条
文
の
後
に
†
を
付
し
て
掲
載
し
た
。

　
＊
　
　
各
条
文
の
見
出
し
【
　
】
は
、
便
宜
上
、
訳
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
＊
＊
　
第
一
二
条
の
原
文
て
は
、
「
名
誉
的
に
そ
の
官
職
を
免
す
る
」
（
9
訂
浮
雪
苓

　
訂
昌
号
お
き
プ
9
ヨ
讐
鼠
弓
二
筈
讐
き
昌
鴇
）
と
な
っ
て
お
り
、
一
方
、
第
一

　
　
三
条
第
一
項
て
は
、
「
非
名
誉
的
に
そ
の
官
職
を
免
ず
る
」
（
3
ぼ
号
。
暮
穿
彗
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試
鼠
犀
号
品
壁
げ
9
ヨ
讐
α
胃
二
帥
鼠
鼠
弓
旨
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
以
後
の

規
定
で
は
、
場
合
に
応
じ
て
、
前
者
を
「
免
官
」
、
後
者
を
「
罷
免
」
と
訳
し
た
。

但
し
、
罷
免
の
前
の
仮
処
分
に
つ
い
て
は
「
仮
の
免
官
」
と
し
た
。
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